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１．研究者の不正行為に対する措置と内部通報制度
に関する社会の動向

(1) 2006.4：日本学術会議による声明「科学者の行動
規範」

すべての教育・研究機関、学協会、研究資金提供機関組織

の運営に当たる者の責任：倫理綱領・行動指針などを策定し，
それらを構成員に周知して遵守を徹底すること．不正行為が
認められた場合の対応措置について，予め制度を定めてお
くこと．組織内に研究倫理に関わる常設的，専門的な委員
会・部署・担当者など、対応の体制を整備すること，自己点
検システムの確立．

(2) 2006.8.8, 科学技術・学術審議会：研究活動の不
正行為に関する特別委員会報告書「研究活動の不正
行為への対応のガイドラインについて」，47頁（参考５）

(3) 上場企業等における内部統制と通報制度の確立

2006.4.1： 公益通報者保護法施行
2005.7.19： 公益通報者保護法に関する民間事業者向けガイドライン

(内閣府国民生活局)
• 事業者のコンプライアンス
• 経営への取り組みを強化するために、労働者からの法令違反等に関す
る通報を事業者内において適切に処理するための指針。

• 事業者が、本ガイドラインを踏まえ、事業者内部での通報処理の仕組み
を整備することは、事業者内部の自浄作用を高めるとともに、事業者外
部への通報による風評リスク等を減少させることにもつながる。

• （通報窓口の整備）
通報窓口及び受付の方法を明確に定め、それらを労働者等に対し、十
分に周知することが必要。

• 通報の受付, 調査の実施, 是正措置の実施, 解雇・不利益取扱いの禁止, 
フォローアップ.

• 現在大企業では通報制度を採用．

2. 日本機械学会における審査請求受付と処理の概要

企業内通報システム/
経営者に匿名通知

組織内の人間関係の苦情

審査事項：日本機械学会の活動に直接関わる不正行為
１．論文の捏造，改ざん，盗用，２重投稿等
２．学会が支援する科研費等の不正使用，着服
３．学会活動における不正行為（利益相反の回避違反）
４．学会名誉毀損行為（刑事事件行為，セクハラ，パワハラ等）

企業の技術的不正，
公益通報事項

審査請求書
会長名，郵送受付

判断処理（筆頭
副会長担当）

予備調査委員会

監督官庁機関へ匿名通知

処理範囲外本人通知

被告発会員への匿名通知

審理委員会 措置

信
頼
で
き
る
事
項

2006~2007年：倫理規定の見直し，2007年：通報窓口の設置，審理，措置案を審議
審査請求受付(会長名宛)
（筆頭副会長受付判断）

マスコミ等による告発・発覚

会員，技術倫理委員会委員等による請求

予備調査委員会 (倫理委員会組織化，委員長他若干名．調査結果を14日
以内に副会長に報告．投稿・校閲に関するものは編集理事会担当)

審
査
請
求
人

・

被
審
査
人
事
情
調
査

審理委員会（庶務理事会下組織６名，倫理委員会委員２名以上，
編集・校閲関係は編集理事等２名，詳しい不正内容調査，本人弁明）

理事会
（審査処分決定）

審査請求人に通知（受付から20日以内）

除名

評議委員会
（審査処分決定）

審査結果と処分通知（審査請求人，被審査人）

3. 会員の不正行為調査・審理・措置の流れ案 (2007.12.18)

（筆頭副会長）

会長名通知
本人異議申し立て
通知後30日以内

再審理委員会

会員

審査請求受付後120日以内

（会長）

（結果を庶務理事会に60日以内報告）


